
３ 令和３年度の調査検討内容及び結果

１ 区部周辺部環状公共交通の位置づけ（H28答申）

２ 過年度の委託調査
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（４）今後の調査に向けて（R3-）

３ 令和３年度の調査検討内容及び結果
（１）令和３年度 調査項目
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（３）まとめ

４ 今後の進め方



３ 令和３年度の調査検討内容及び結果
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◆「高額な事業費」の課題について
答申で示された中量軌道システム（高架系）の導入について概略検討

（１）令和３年度 調査項目

過年度整理した検討の方向性を踏まえ、以下の調査を実施

中
量
軌
道
シ
ス
テ
ム
等

項目

高架系 地上系

モノレール
(ｺﾞﾑﾀｲﾔ式ｶﾞｲﾄﾞｳｪｲｼｽﾃﾑ)

新交通システム
(ｺﾞﾑﾀｲﾔ式ｶﾞｲﾄﾞｳｪｲｼｽﾃﾑ)

LRT

(鉄輪・鉄ﾚｰﾙｼｽﾃﾑ)

BRT

(高速基幹ﾊﾞｽｼｽﾃﾑ)

イメージ

最大輸送量

（定員）
12,000人/時 10,500人/時 4,650人/時 3,900人/時

定時性 道路交通に影響されない 信号処理など道路交通の影響あり

概算事業費

（R3調査） （R3調査）

R4調査 R4調査

主な課題
道路車線・幅員に影響又は新たに用地
取得が必要、事業費が比較的高額
（約0.7兆円）

定時性を確保するため、専用レーンの
設置が必要（道路車線等に影響あり）

多摩モノレール ゆりかもめ 福井鉄道 新潟交通連接バス
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３ 令和３年度の調査検討内容及び結果

（２）中量軌道等の導入における概略検討
【視点】
交通輸送システムの違いや区部環沿線地域の特性を踏まえ、事業費･課題等を検討

本検討では中量軌道システムの中でも、高架式であるモノレールとAGTについて検討を実施
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【検討項目】

①線形・導入道路の検討 ⇒ モノレール・AGTの特徴を比較、導入道路の断面構成等を整理

②線形を考慮した単価の設定⇒ 過去の類似実績に基づいた本体工事費の単価を設定

沿線特性を踏まえた用地・建物補償費の単価を設定

③概算事業費の算出 ⇒ 導入道路の断面構成を踏まえ、パターン分けし概算事業費を算出

④課題の整理 ⇒ 今後も検討が必要な項目を整理

（モノレール） （AGT）
・千葉モノレール ・多摩モノレール ・日暮里・舎人ライナー ・横浜シーサイドライン



モノレール AGT

標準断面

軌道形式
軌道桁に車両を誇座または懸垂させ

ゴムタイヤにより支持・駆動させて走行
（本検討では誇座を想定）

走行ガイドを有する走行桁上を
ゴムタイヤにより支持・駆動させて走行

構造の特徴
幅約4mの高架橋上部に２本の軌道桁を設置

⇒空間の閉塞感は少ない

幅7.5ｍの床版形式の高架橋を設置
⇒モノレールよりも空間の閉塞感は大きい

３ 令和３年度の調査検討内容及び結果

（２）中量軌道等の導入における概略検討
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①線形・導入道路の検討
〇モノレール・AGTの特性についてそれぞれ比較して条件を整理



３ 令和３年度の調査検討内容及び結果

（２）中量軌道等の導入における概略検討
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①線形・導入道路の検討【駅配置・ルート】
Ṇ ṇ

�d R2 ṕ ṇ Ṗ

過年度調査の考え方

ḱ 道路内を基本 ︣

ḱ 接続（乗換利便性）
を最大限考慮した位置 ︣

ḱ ףּףּ １～２km ︣
ṕ Ṗ

ḱ鉄道不便地域の解消ḭ環状方向の
需要ּצ


